
岩盤斜面災害の軽減に向けて
～危険斜面の抽出技術と安定性評価技術～

平成29年9月11日（月） 13:00～15:00

土木学会岩盤力学委員会 岩盤斜面研究小委員会

土木学会平成29年度全国大会 研究討論会資料
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討論会の進め方

13:00～13:15 岩盤斜面研究小委員会の概要 緒方委員長

13:15～13:45 危険斜面の抽出技術 日外委員

13:45～14:15 安定性評価技術 小山委員

14:15～14:30 岩盤斜面における現状と今後の課題 田山幹事

14:30～15:00 討論会



岩盤斜面研究小委員会の概要



1998年 小委員会が常設から期限付公募に変更
※研究テーマの断片化や成果・知識の散逸が発生

岩盤力学に関する研究成果や知識をいつでも提供できる
体制を整備する必要性を議論 【企画運営小委員会】

岩盤力学委員会で継続的な小委員会の設置が了承

2013年10月～2016年9月
第1期小委員会（テーマ：危険斜面の抽出，安定性評価）

2016年10月～
第2期小委員会（テーマ：維持管理）

岩盤斜面研究小委員会の活動経緯



① 膨大な岩盤斜面の中から危険性の高い斜面を抽
出する手法の確立
② 抽出した斜面の安定性を評価する手法や技術の
精度向上
③ 岩盤の挙動を安価で的確に把握するモニタリン
グシステムの開発
④ 岩盤のモデル化や解析のために必要な崩壊箇所
の物性値や挙動データの蓄積
⑤ リスクマネジメントによる合理的な対策工の決
定方法
⑥ 斜面の点検･メンテナンス手法の高度化

第1期は①及び②について検討
第2期は⑥について検討

岩盤斜面に関する研究課題



岩盤斜面研究小委員会（第1期） 委員名簿

委員長 緒方 健治 中日本高速道路㈱

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ委員 大西 有三 関西大学 副委員長 進士 正人 山口大学

委員 日外 勝仁 (独)土木研究所 石丸 真 (財)電力中央研究所

川越 健 (財)鉄道総合技術研究所 小俣 新重郎 日本工営㈱

小山 倫史 京都大学 島内 哲哉 オフィス im3

田山 聡 ㈱高速道路総合技術研究所 寺田 道直 ハイテック㈱

中井 卓巳 ㈱アーステック東洋 中瀬 仁 東電設計㈱

中野 亮 日特建設㈱ 中矢 和貴 ㈱ニュージェック

西村 毅 ㈱安藤・間 深田 隆弘 西日本旅客鉄道㈱

馬 貴臣 応用地質㈱ 三木 茂 基礎地盤ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱

山 真典 ㈱ドーコン 山上 順民 大成建設㈱

全21名



岩盤斜面研究小委員会（第2期） 委員名簿

委員長 緒方 健治 中日本高速道路㈱

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ委員 大西 有三 京都大学名誉教授 副委員長 進士 正人 山口大学

委員 日外 勝仁 寒地土木研究所 新谷 ちか子 国際航業㈱

梶 修 ﾌﾞｲ・ｴｽ・ｴﾙ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 川越 健 (公財)鉄道総合技術研究所

小俣 新重郎 日本工営㈱ 小山 倫史 関西大学

島内 哲哉 オフィス im3 高畠 正治 電源開発㈱

田山 聡 西日本高速道路㈱ 寺田 道直 ハイテック㈱

中井 卓巳 ㈱アーステック東洋 中瀬 仁 東電設計㈱

西村 毅 ㈱安藤・間 深田 隆弘 西日本旅客鉄道㈱

藤田 哲 日特建設㈱ 馬 貴臣 応用地質㈱

三木 茂 基礎地盤ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱ 山 真典 ㈱ドーコン

山上 順民 大成建設㈱ 吉田泰基 電力中央研究所

全23名



（1）研究課題の検討
①危険斜面の抽出技術 ☞ 日外委員報告
②安定性評価技術 ☞ 小山委員報告

（2）岩盤崩壊事例収集
（3）「岩盤崩落の考え方」CDのWeb化
（4）災害調査ガイドラインの作成
（5）平成28年熊本地震災害現地調査

岩盤斜面研究小委員会（第1期）の活動内容

【委員会設立趣旨】
本小委員会は，岩盤斜面に関する知見や研究成果を継続的にとりまとめ，
社会や会員へ迅速に提供･発信できる体制を整え,岩盤斜面の安定性評価
のガイドラインを提言することを目指す。
まずは当初の研究課題として，①膨大な岩盤斜面の中から危険性の高い
斜面を抽出する手法の確立，②抽出した斜面の安定性を評価する手法や
技術の精度向上について取組み，文献の収集，崩壊・落石の事例収集，既
往の斜面モニタリング結果の分析・検討などを実施するものである。



・1997年～2013年に発生した68事例を収集
・発生年月日，規模，地質，出典などを整理
・学会ホームページ（岩盤力学委員会岩盤斜面研究小委員会のページ）に掲載
・今後も継続して収集する予定

岩盤崩壊事例収集



岩盤崩壊の考え方(CD本)
---解析から対策まで---

CD本を、土木学会webページで公開予定

スタート画面
です!!!

平成16年3月出版 → 現在：絶版

「岩盤崩壊の考え方」CDのWeb化



岩盤力学委員会 災害調査ガイドラインの作成

➢ 岩盤災害に対して，その被災状況を調査･分析し，災害発生メ
カニズム解明の一助とすることを目的として，岩盤力学委員会
が独自に調査団を派遣する場合に適用

➢ 連絡調整役，調査団長，調査団員の役割を規定
➢ 調査に当たっての留意事項を規定
・倫理に関わる事項
・安全に関わる事項
・災害調査に必要な経費（現地調査費，保険費用）



平成28年熊本地震における岩盤斜面の被害状況

2016.9.29 岩盤力学イブニングセミナー（第1回）
2016.12.9 関西岩盤・地盤イブニングセミナー（第2回） で報告済み
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1. 目的 平成２８年度熊本地震について岩盤斜面の被害状況を調査・分析し，
災害発生のメカニズム解明の一助とする。

2. 調査期間 平成28年6月1日（水） ～ 6月2日（木） 2日間
（地震発生後1ヶ月半後）

3. 調査箇所 6/1 熊本県御船町，熊本県南阿蘇村
6/2 大分県日田市，熊本県菊池市

4. 調査団員 氏 名 所 属

団長 緒方 健治 ＮＥＸＣＯ中日本

団員

進士 正人 山口大学

小山 倫史 関西大学

小俣 新重郎 日本工営

調査概要



出典：気象庁 推計震度分布図（2016年04月16日01時25分 熊本県熊本地方 Ｍ7.1） に加筆 1414

調査箇所と推計震度分布

日田市

菊池市

御船町

※調査個所の推計震度：震度５強～６弱

http://www.welcomekyushu.jp/unchi
ku/?mode=detailtebiki&id=15

調査箇所

震央
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地震による道路の通行止め原因内訳（熊本県関連）

出典：熊本県ホームページ,第6回政府現地対策本部会議 第9回災害対策本部会議資料,p21
本震の翌日（4/17）まで全面通行止めとなっていた道路について集計

全83箇所
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熊本県御船町 国道445号①

ロックシェッドの損傷

落石状況

落石発生源

落石発生源
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熊本県御船町 国道445号①
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熊本県御船町 国道445号① 復旧

不安定土塊撤去（無人化施工）

平成28年12月1日 片側交互通行で復旧
出典：https://www.pref.kumamoto.jp/kiji_17772.html

落石防護棚の補修

応急復旧後
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熊本県御船町 国道445号②

落石発生源

落石状況

落下痕



2020

熊本県御船町 国道445号③

ロックシェッド未設
置箇所で落石発生

阿蘇火砕流堆積物（溶結凝灰岩）
平成29年8月15日現在 全面通行止め

落石の上部

落石の上部
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熊本県御船町 県道57号

落石発生源

左写真の隣接地

崩壊地の上部

落石

21平成29年8月15日現在 全面通行止め
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大分県日田市天瀬町 国道212号①

落石発生源
（不安定岩塊が
残っている）

コンクリート製防護
柵は破損していない

落石はガードレールを
超えて左の川へ落下

落石に巻き
込まれた車

http://www.pref.oita.jp/uploaded/
attachment/1025678.pdf

平成28年12月 国道212号全面通行可
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大分県日田市天瀬町 国道212号②

鋼製防護柵が破損

地山状況（上部）

地山状況（下部）

平成28年12月 国道212号全面通行可
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熊本県菊池市 県道45号

阿蘇火砕流堆積物（溶結凝灰岩）

平成28年12月28日～ 昼間片側交互通行で復旧

ネット



【現地調査結果（私見）】

・節理の発達した溶結凝灰岩や安山岩が崩壊。
・震度５強以上の箇所で大規模な崩壊や落石が
発生。
・落石対策工で想定している落下場所と規模が
実際の落石や崩壊と異なっている可能性がある。
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http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/road01_sg_000303.html
第5回道路技術小委員会 配布資料 資料4-2 26



～ end ～
Thank you for your attention


